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研究成果の概要（和文）：新卒者が訪問看護師として就職できる看護基礎教育のあり方を検討した．新卒訪問看
護師と熟練訪問看護師を対象としたインタビュー調査，訪問看護師を対象とした無記名自記式アンケート調査を
行った結果，新卒訪問看護師が感じていた看護実践上の困難は(1)療養者のニーズを把握する能力，(2)日常生活
援助を提供する能力，(3)診療の補助技術を提供する能力，(4)協働していく能力であることが示された．熟練訪
問看護師が新卒の訪問看護師に求める能力は，(a)礼儀正しい態度，(b)看護師国家試験合格レベルの基本的な知
識と看護技術の習得，(c)患者や家族に配慮できること，(d)基本的な看護技術の実践であることが示された．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the components that constitute 
necessary qualities for new graduate visiting nurses. We found that new graduate visiting nurses had
 difficulties with: (1) understanding client needs, (2) providing daily-life care, (3) providing 
medical assistance, and (4) collaborating with other stakeholders. Our study identified four 
qualities that experienced visiting nurses felt were required for new graduate visiting nurses: (a) 
being well-mannered, (b) acquiring basic knowledge and skills, (c) giving consideration to the 
patient and their family members, as well as (d) actually practicing trained concepts in nursing 
education. Our findings indicated that nursing education should focus more on developing appropriate
 bedside manner and that it may be useful to develop tools such as virtual reality simulation to 
translate and apply new nurses’ theoretical knowledge and skills to clinical contexts.

研究分野： 地域在宅看護学，公衆衛生看護学

キーワード： 訪問看護　訪問看護ステーション　訪問看護師　新卒訪問看護師　看護教育　看護学生　在宅ケア　在
宅看護
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　訪問看護師のキャリアパスを見据えた看護基礎教育と卒後教育が重要であると提言されているが，新卒訪問看
護師と受け入れ側である熟練訪問看護師の双方の視点から，新卒訪問看護師育成・支援のあり方を検討した研究
はなかった．
　本研究は，新卒訪問看護師が看護実践で困難を感じていること，熟練訪問看護師が新卒訪問看護師に求めてい
る能力を検討することで，看護基礎教育に取り入れる必要がある体制(看護学生が理論と実践を統合するのに役
立つモデルを開発すること，患者や家族に対する礼儀作法等を学修する機会を設けていくこと)を示せた点にお
いて，学術的意義や社会的な意義があると考えられた．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
在宅チーム医療を担う人材の育成において，訪問看護師の確保と定着は重要な課題の一つで

ある．平成 24 年文部科学省先導的大学改革推進委託事業「高齢社会を踏まえた医療提供体制見
直しに対応する医療系教育の在り方に関する調査研究」は，訪問看護師のキャリアパスを見据え
た看護基礎教育と卒後教育が重要であると提言したが，小規模の訪問看護事業所では新卒者を
受け入れる卒後教育体制を組むのは難しい点が多い．また，病院看護が主軸となっていた看護基
礎教育カリキュラムは，地域包括システムに移行する方向性にあるが，新卒者が訪問看護師とし
ても就職できる看護基礎教育のあり方については，十分検討されてはいないのが現状である． 
 
２．研究の目的 
訪問看護師のキャリアパスを見据えた看護基礎教育と卒後教育が可能になる新卒訪問看護師育
成・支援のための長期的な看護教育プログラムの開発に資する基礎資料を得ることを目的とし
て，以下の点を明らかにすることとした． 
(1) 新卒者が訪問看護師としても就職できる看護基礎教育のあり方に関する検討 
(2) 小規模の訪問看護事業所でも新卒訪問看護師が育成できる卒後教育体制の検討 
 
 
３．研究の方法 
(1) 新卒訪問看護師を対象としたインタビュー調査 
新卒で訪問看護事業所に入職した新卒訪問看護師の調査協力者 11 人を対象に，訪問看護事業所
に入職して直面した看護実践上の困難性は何かについて,2018 年 5 月～11 月に半構造化面接を
行った.倫理的配慮として,畿央大学大学倫理委員会の承認を得て実施し(承認番号：H29-24-1),
対象者の署名同意を得てインタビューを行った.看護実践上の困難性を感じていない 1人は除外
し,インタビュー内容は SCAT（Steps for Coding and Theorization）で分析した.  
 
(2) 熟練訪問看護師を対象としたインタビュー調査 
一般社団法人全国訪問看護事業協会の正会員である訪問看護事業所に勤務する訪問看護師のう
ち，看護師経験年数が 15年以上の 9人を対象に，新卒者が訪問看護事業所に就職するにあたり，
卒業時にできていなくても問題ないこと，できていないと困ること，新卒で訪問看護事業所に就
職する看護学生が卒業までに習得しておきたい看護実践能力は何かについて，2018 年３月～7月
に半構造化面接を行った. 倫理的配慮として, 畿央大学大学倫理委員会の承認を得て実施し(承
認番号：H29-24-1),対象者の署名同意を得てインタビューを行った.インタビュー内容は主題分
析法（Thematic Analysis）で分析した． 
 
(3) 全国の訪問看護事業所等に勤務する訪問看護師を対象としたアンケート調査 
2019 年 2 月現在，一般社団法人全国訪問看護事業協会の正会員である訪問看護事業所 5,869 施
設のうち，無作為抽出された 1,586 施設に勤務する訪問看護師 1,586 人と 2019 年 2月現在，独
立行政法人福祉医療機構 WAM ネットに公開されている全国の小規模多機能型居宅介護施設 414
施設に勤務する訪問看護師 414 人を調査対象として，無記名自記式質問紙による郵送調査を行
った(調査期間：2019 年 8月～9月)．調査内容は訪問看護師に関する事項(基本属性，経験年数，
経験した看護技術と主観的到達度，GDS 等)，新卒訪問看護師に関する事項(新卒者が卒業までに
習得しておきたい看護実践能力，必要だと考えられる卒後教育体制，新卒者の受け入れに対する
意識等)であった．統計解析は SPSS for Windows J. ver.20.0 を用いて，χ²検定，ｔ検定，多
変量解析を行った． 
 
 
４．研究成果 
(1)研究の主な成果 
新卒訪問看護師を対象としたインタビュー調査により明らかとなった新卒訪問看護師が感じて
いた看護実践上の困難は，(1)療養者のニーズを把握する能力，(2)日常生活援助を提供する能力，
(3)診療の補助技術を提供する能力，(4)協働していく能力であることが示された．熟練訪問看護
師を対象としたインタビュー調査，無記名自記式アンケート調査により明らかとなった熟練看
護師が新卒の訪問看護師に求める能力は，(a)礼儀正しい態度，(b)看護師国家試験合格レベルの
基本的な知識と看護技術の習得，(c)患者や家族に配慮できること，(d)基本的な看護技術の実践
であることが示された． 
本研究では，新卒訪問看護師が看護実践で困難を感じていることと熟練訪問看護師が新卒訪問
看護師に求めている能力を検討したことにより，看護師国家試験合格レベルの基本的な知識と
看護技術，看護基礎教育で学修した看護技術の実践は，現在の日本の看護カリキュラムでほぼ対
応できているが，新卒の訪問看護師は，臨床の文脈で理論的な知識やスキルを翻訳および適用す
る際に困難を経験していること，熟練訪問看護師は，新卒者が訪問看護師として働くには，礼儀



正しい態度を修得しておく必要があると考えていることが示唆された． 
 
(2)得られた成果の国内外における位置づけとインパクト 
 超高齢社会の進展などによりわが国の医療提供体制が地域在宅へとシフトする中，在宅チー
ム医療を担う訪問看護師の確保と定着は重要な課題の一つである．訪問看護 10 カ年戦略(訪問
看護推進連携会議，2009)では，新卒者や再就職者の積極的な採用が具体策に掲げられたが，卒
後すぐに訪問看護事業所に就職する新卒者は多くない．平成 24 年文部科学省先導的大学改革推
進委託事業「高齢社会を踏まえた医療提供体制見直しに対応する医療系教育の在り方に関する
調査研究」では，訪問看護師のキャリアパスを見据えた看護基礎教育と卒後教育が重要であると
提言されたが，新卒訪問看護師と受け入れ側である熟練訪問看護師の双方の視点から，新卒訪問
看護師育成・支援のあり方を検討した研究はなかった． 
本研究では，新卒訪問看護師が看護実践で困難を感じていることと熟練訪問看護師が新卒訪問
看護師に求めている能力を検討したことにより，看護師国家試験合格レベルの基本的な知識と
看護技術，看護基礎教育で学修した看護技術の実践は，現在の日本の看護カリキュラムでほぼ対
応できているが，新卒の訪問看護師は，臨床の文脈で理論的な知識やスキルを翻訳および適用す
る際に困難を経験していること，熟練訪問看護師は，新卒者が訪問看護師として働くには，礼儀
正しい態度を修得しておく必要があると考えていることが示唆された．本研究結果により，看護
基礎教育においては,看護学生が理論と実践を統合するのに役立つモデルを開発すること，患者
やその家族に対する礼儀作法等を学修できる機会を設けていくことが，新卒訪問看護師の育成・
支援に資することが示された． 
 
(3)今後の展望 
 新卒訪問看護師に必要な能力のうち，看護師国家試験合格レベルの基本的な知識と看護技術，
看護基礎教育で学修した看護技術の実践は，現在の日本の看護カリキュラムでほぼ対応できて
いたが，新卒の訪問看護師は，臨床の文脈で理論的な知識やスキルを翻訳および適用する際に困
難を経験していることが示された．そのため，看護学生が理論と実践を看護基礎教育に統合する
のに役立つモデルの開発を目指す必要があることが示された．熟練訪問看護師が新卒訪問看護
師に求める礼儀正しい態度については，看護基礎教育の中で，患者やその家族に対する適切な礼
儀作法等を学修できる機会を設けていく必要性が示唆された． 
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